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明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
置
県
を

行
っ
た
明
治
政
府
は
、
広
島
藩
四
二
万
石
の

旧
広
島
城
内
に
新
政
府
の
治
安
維
持
等
を
担

う
鎮ち

ん
ぜ
い
ち
ん
だ
い

西
鎮
台
（
熊
本
）（
注
１
）
の
第
一
分
営
を

置
き
ま
し
た
。

　

明
治
期
以
後
、
軍
都
と
し
て
の
形
成
が
始

ま
り
ま
す
。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
は
、

全
国
六
鎮
台
の
一
つ
と
な
る
広
島
鎮
台
が
置

か
れ
、
さ
ら
に
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）

に
は
第
五
師
団
に
改
組
さ
れ
、
ま
た
多
く
の

軍
事
機
関
、
施
設
が
次
々
と
設
置
さ
れ
て
、

軍
都
と
し
て
役
割
を
強
め
て
い
き
ま
す
。

　

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）、
日
清
戦
争

が
始
ま
る
と
、
大
本
営
（
注
２
）
が
旧
広
島
城

内
に
設
置
さ
れ
、
ま
た
臨
時
帝
国
議
会
（
注
３
）

も
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
約
七
カ
月
の
間
、
広

島
市
は
臨
時
首
都
の
観
を
呈
し
ま
し
た
。

　

ま
た
広
島
湾
に
開
か
れ
た
宇う

品じ
な

港
（
現
在

の
広
島
港
）（
注
４
）
は
、
兵へ

い
た
ん站

基
地
と
し
て
全

国
の
兵
士
を
集
結
し
大
陸
に
送
り
出
す
拠
点

と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）

二
月
、
日
露
戦
争
が
始
ま
る
と
、
先
の
明
治

三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
山
陽
線
の
神
戸

駅
か
ら
馬ば

関か
ん

駅
（
現
在
の
下
関
駅
）
の
全
線

が
開
通
し
た
こ
と
も
あ
り
、
本
州
各
地
か
ら

動
員
さ
れ
た
将
兵
の
多
く
が
広
島
に
集
結
し
、

宇
品
港
か
ら
出
兵
す
る
こ
と
と
な
り
、
国
庫

金
の
出す
い

納と
う

事
務
が
激
増
し
ま
し
た
。　

　

こ
の
状
況
を
受
け
て
、
資
金
集
散
の
便
宜

を
増
進
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
と
な
り
、
日
本

銀
行
広
島
出
張
所
を
急

き
ゅ
う

遽き
ょ

開
設
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

出
張
所
の
開
設
に
あ
た
り
水か

こ主
町
（
現
在

の
中
区
加
古
町
）
の
一
角
、
広
島
県
庁
の
向

か
い
側
に
用
地
を
取
得
し
、
明
治
三
十
七
年

（
一
九
〇
四
）
十
二
月
か
ら
急
ぎ
新
築
計
画
に

取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

　

水
主
町
は
、
藩
政
期
に
は
広
島
藩
の
藩
船

等
の
乗
組
員
（
水
主
）
が
多
く
居
住
し
、
藩

の
船
屋
敷
が
設
け
ら
れ
て
い
た
町
で
し
た
。

明
治
期
以
降
は
旧
広
島
城
周
辺
の
基も

と
ま
ち町

が
軍

事
施
設
の
中
心
地
に
変
貌
し
て
い
く
な
か
で
、

広
島
出
張
所
の
開
設

中
村
茂
樹 
日
本
銀
行
文
書
局
技
師

　
明
治
期
以
降
近
代
都
市
と
し
て
発
展
し
、
原
爆
で
被
災
し
た
広
島
市
に
は
、
い
く
つ
か
の
被

爆
建
物
が
そ
の
歴
史
の
証
し
と
し
て
今
も
生
き
て
い
ま
す
。
日
本
銀
行
旧
広
島
支
店
も
そ
の
ひ

と
つ
で
す
。
第
三
回
は
、
そ
ん
な
旧
広
島
支
店
の
建
物
を
紹
介
し
ま
す
。

日
本
銀
行
旧
広
島
支
店

3

日
本
銀
行
の
支
店
建
物

（
注
１
）
鎮
台

　

�

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に

編
成
さ
れ
た
日
本
陸
軍
の
常

設
軍
制
単
位
。
日
本
近
代
陸

軍
組
織
の
始
ま
り
で
、
明
治

二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に

師
団
に
改
組
。

（
注
２
）
大
本
営

　

�

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）

に
始
ま
っ
た
日
清
戦
争
の
戦

争
指
揮
の
た
め
に
旧
広
島
城

内
に
設
置
さ
れ
た
大
日
本
帝

国
軍
の
最
高
統
帥
機
関
。

（
注
３
）
臨
時
帝
国
議
会

　

�

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）

十
月
、
日
清
戦
争
に
関
連
す

る
軍
事
予
算
案
や
関
連
法
案

が
広
島
で
審
議
さ
れ
、
満
場

一
致
で
可
決
さ
れ
た
。
二
〇

日
間
ほ
ど
の
突
貫
工
事
で
建

設
し
た
洋
風
木
造
の
臨
時
仮

議
事
堂
で
開
催
さ
れ
た
。

（
注
４
）
宇
品
港

　

�

広
島
県
令
（
知
事
）
千せ
ん
だ
さ
だ
あ
き

田
貞
暁

の
発
案
で
明
治
二
十
二
年

（
一
八
八
九
）
に
築
港
さ
れ

た
広
島
の
外
港
。
昭
和
七
年

（
一
九
三
二
）
に
広
島
港
に
改

称
。
日
清
戦
争
以
降
、
陸
軍

の
軍
用
輸
送
基
地
の
役
割
を

果
た
し
た
。

上・現在の外観
下・新築時の外観

（広島支店所蔵）
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水
主
町
及
び
そ
の
周
辺
は
広
島
県
庁
等
の
公

共
機
関
が
置
か
れ
る
な
ど
広
島
に
お
け
る
行

政
の
中
心
地
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
ま

し
た
。（
図
１
）

　

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
二
月
に
工

事
を
着
工
し
、
わ
ず
か
五
カ
月
後
の
同
七
月

に
本
館
及
び
金
庫
を
ほ

ぼ
完
成
さ
せ
、
同
九
月

に
営
業
を
開
始
し
ま
し

た
。
付ふ

属ぞ
く

家や

を
含
め
た

建
物
全
体
が
竣
工
す
る

の
は
、
営
業
開
始
か
ら

一
年
以
上
先
の
翌

三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
十
二
月
で
し
た
。

　

先
に
開
業
し
た
支
店
・
出
張
所
の
ほ
と
ん

ど
が
購
入
し
た
既
存
建
物
を
初
代
営
業
所
建

物
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
る
と
、
当
初
か

ら
店
舗
を
建
築
し
た
こ
と
は
、
広
島
の
営
業

拠
点
の
重
要
性
と
い
う
よ
り
、
膨
大
な
国
庫

金
の
出
納
事
務
に
見
合
う
金
庫
を
新
た
に
設

け
る
こ
と
が
急
務
で
あ
っ
た
か
ら
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

広
島
出
張
所
建
物
の
設
計
は
、
大
阪
支
店

に
続
き
名
古
屋
支
店
と
京
都
出
張
所
の
新
築

工
事
に
携
わ
っ
て
い
た
辰
野
金
吾
と
長
野
宇

平
治
（
写
真
１
）
の
二
人
に
委
ね
ら
れ
ま
し
た
。

名
古
屋
と
京
都
の
新
築
工
事
中
（
明
治
三
十

六
年
［
一
九
〇
三
］
着
工
、
明
治
三
十
九
年

［
一
九
〇
六
］
竣
工
）
に
並
行
し
て
設
計
し
た

広
島
出
張
所
建
物
を
先
に
竣
工
さ
せ
た
こ
と

が
、
同
出
張
所
の
開
設
が
い
か
に
急
務
で
あ

初
代
営
業
所
建
物

写
真
2　

広
島
出
張
所（
初
代
）

（
日
本
銀
行
金
融
研
究
所
ア
ー

カ
イ
ブ
所
蔵
）

っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
工
期
を
短
縮

す
る
た
め
に
本
館
の
構
造
は
レ
ン
ガ
造
り
の

代
わ
り
に
木
造
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
代
の
営
業
所
建
物
と
な
る
広
島
出
張
所

は
、
木
造
二
階
建
て
の
本
館
と
、
レ
ン
ガ
造

り
平
屋
の
金
庫
館
お
よ
び
機
械
室
・
食
堂
等

の
付
属
家
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
２
）

　

本
館
は
木
造
モ
ル
タ
ル
仕
上
げ
の
外
壁
に

丸
柱
の
列
柱
を
配
し
、
ス
レ
ー
ト
葺ぶ

き

の
屋
根

に
ド
ー
ム
屋
根
と
ド
ー
マ
屋
根
（
注
５
）
を
配
し

た
石
造
り
風
の
洋
風
建
築
で
し
た
。（
写
真
２
・
３
）

　

軍
都
・
広
島
に
開
設
さ
れ
た
広
島
出
張
所

は
、
業
務
の
重
要
拠
点
と
し
て
明
治
四
十
四

年
（
一
九
一
一
）
六
月
に
支
店
に
昇
格
し
、

業
務
も
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

昭
和
期
に
入
り
、
木
造
で
急
造
し
た
初
代

営
業
所
建
物
は
設
備
の
不
便
さ
と
雨
漏
り
に

苦
慮
す
る
な
ど
老
朽
化
が
顕
著
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
に
敷
設
さ

れ
た
市
内
路
面
電
車
（
注
６
）
は
、
沿
道
に
デ

パ
ー
ト
や
映
画
館
が
建
ち
並
ぶ
な
ど
街
の
発

展
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
同
路
線
外
の
水

主
町
は
各
行
政
機
関
や
取
引
銀
行
か
ら
の
隔

た
り
に
不
便
さ
を
否
め
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

移
転
改
築
の
計
画
が
開
始
さ
れ
、
昭
和
二

年
（
一
九
二
七
）
に
市
の
中
心
地
で
あ
る
中

区
袋
町
の
市
電
沿
道
の
一
角
に
用
地
を
取
得

し
ま
し
た
。

（
注
５
）
ド
ー
マ
屋
根

　

�

屋
根
裏
（
室
内
）
を
採
光
す

る
た
め
に
屋
根
面
か
ら
突
出

し
て
取
り
付
け
ら
れ
た
屋
根

窓
。

（
注
６
）
市
内
路
面
電
車

　

�

広
島
電
鉄
に
よ
り
広
島
市
内

に
広
が
る
路
面
電
車
網
。
大

正
元
年
（
一
九
一
二
）
の
運

行
開
始
か
ら
原
爆
に
よ
る
被

害
や
路
面
電
車
排
斥
の
流
れ

を
乗
り
越
え
、
現
在
日
本
最

大
の
路
面
電
車
網
を
擁よ
う

す
。

図 1　歴代広島支店の所在地

写
真
3　

広
島
出
張
所
の
営

業
場
風
景
（
日
本
銀
行
金
融

研
究
所
ア
ー
カ
イ
ブ
所
蔵
）

写真 1　長野宇平治
明治 26 年（1893）帝国大学工科
大学（現在の東京大学工学部）造家

（建築）学科を卒業。日本銀行技師長。
わが国屈指の古典主義建築家として
知られ、日本銀行本支店を始めとす
る数多くの銀行建築を手掛けた。（日
本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

図２　新築時の広島出張所の平面図
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移
転
改
築
の
設
計
は
初
代
営
業
所
建
物
に

引
き
続
き
長
野
宇
平
治
に
委
ね
ら
れ
ま
し
た
。

明
治
期
の
一
連
の
日
本
銀
行
各
支
店
の
設
計

を
終
え
、
日
本
銀
行
技
師
を
辞
し
て
自
営
の

設
計
事
務
所
を
開
業
し
て
い
た
長
野
は
、
昭

和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
再
び
本
店
増
築
工

事
（
注
７
）
の
機
に
組
織
さ
れ
た
日
本
銀
行
臨

時
建
築
部
の
技
師
長
に
就
い
て
い
ま
し
た
。

　

師
と
す
る
辰
野
金
吾
の
設
計
し
た
本
店
本

館
の
増
築
工
事
に
携
わ
る
長
野
に
、
同
じ
辰

野
と
共
作
し
た
広
島
支
店
を
自
ら
移
転
改
築

す
る
使
命
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
店
増
築
を
同
本
館
と
の
外
観
の
一
体
感

を
図
る
こ
と
を
使
命
と
し
た
長
野
は
、
広
島

支
店
で
は
辰
野
か
ら
学
ん
だ
古
典
建
築
様
式

に
建
築
最
新
技
術
を
集
大
成
す
る
こ
と
で
師

に
応
え
ま
し
た
。

　

用
地
取
得
か
ら
六
年
後
の
昭
和
八
年

（
一
九
三
三
）
に
新
築
設
計
案
が
決
定
し
、
翌

九
年
（
一
九
三
四
）
十
一
月
か
ら
工
事
に
着

手
し
、
二
年
後
の
十
一
年
（
一
九
三
六
）
八

月
に
完
成
し
ま
し
た
。（
写
真
４
・
５
）

　

二
代
目
の
広
島
支
店
建
物
は
、
鉄
骨
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
地
上
三
階
地
下
一
階
の

本
館
と
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
地
上
二
階

地
下
一
階
の
付
属
家
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
図
３
）

　

従
来
の
支
店
建
物

が
敷
地
内
に
金
庫
を

別
棟
と
し
て
配
置
し

て
い
た
の
に
対
し
、

本
館
建
物
の
地
階
に

金
庫
を
取
り
込
ん
で

い
ま
す
。
地
下
金
庫

は
本
店
（
本
館
お
よ

び
増
築
棟
）
を
除
き
、

昭
和
期
の
新
築
建
物

か
ら
採
用
さ
れ
た
方

式
で
、
現
存
す
る
支

店
建
物
で
は
最
も
古

い
地
下
金
庫
で
す
。

　

本
館
の
構
造
は
、
支
店
建
物
と
し
て
初
め

て
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
を
採
用
し

て
い
ま
す
。（
写
真
６
）
堅け

ん
ろ
う牢

な
構
造
が
後
の
原

爆
被
災
で
の
倒
壊
を
ま
ぬ
が
れ
た
大
き
な
要

因
に
な
り
ま
す
。

　

営
業
場
の
採
光
の
た
め
、
同
天
井
に
ガ
ラ

ス
屋
根
が
施
さ
れ
（
写
真
７
）、
ま
た
地
下
金
庫

の
作
業
性
を
考
慮
し
て
地
下
の
荷に

捌
さ
ば
き

場
に
も

上
部
中
庭
の
床
に
設
け
た
ガ
ラ
ス
窓
か
ら
自

然
光
を
取
り
入
れ
て
い
ま
し
た
。（
写
真
８
）

　　

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
六
日
、

原
子
爆
弾
の
被
爆
に
よ
り
広
島
市
の
中
心
部

被
爆
建
物
と
し
て
の

保
存
・
活
用

写真 5　旧広島支店の営業場風景（広島支店所蔵） 写真 4　旧広島支店（二代目）（広島支店所蔵）

写
真
７　

旧
広
島
支
店
営
業

場
上
部
の
ガ
ラ
ス
屋
根
（
広

島
支
店
所
蔵
）

二
代
目
営
業
所
建
物

図３　旧広島支店の平面図

写
真
６　

旧
広
島
支
店
の
新

築
工
事
（
鉄
骨
工
事
完
了
時
）

（
広
島
支
店
所
蔵
）

中庭

客溜
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の
ほ
と
ん
ど
の
施
設
が
一
瞬
に
し
て
壊
滅
し

ま
し
た
。
爆
心
地
か
ら
わ
ず
か
三
八
〇
メ
ー

ト
ル
と
い
う
近
距
離
に
あ
っ
た
営
業
所
建
物

の
被
害
も
甚
大
で
、
爆
風
の
た
め
営
業
所
の

扉
、
窓
サ
ッ
シ
、
窓
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
す
べ
て

が
吹
飛
び
、
ガ
ラ
ス
屋
根
が
飴
の
よ
う
に
大

破
し
、
地
下
金
庫
前
の
格
子
扉
ま
で
破
壊
さ

れ
、
三
階
の
内
部
が
す
べ
て
焼
失
し
た
も
の

の
、
構
造
に
は
異
常
な
く
倒
壊
は
免
れ
ま
し

た
。（
写
真
９
）

　

焼
失
を
免
れ
た
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
金
融
機

関
と
し
て
、
被
災
直
後
の
八
月
八
日
か
ら
建

物
内
に
市
中
金
融
機
関
の
臨
時
共
同
店
舗
を

開
設
し
、
一
斉
に
業
務
を
開
始
で
き
た
こ
と

で
、
金
融
面
か
ら
広
島
の
復
興
に
大
き
な
役

割
を
は
た
し
ま
し
た
。

　

店
舗
の
復
旧
工
事
は
、
電
気
・
水
道
・
電

話
の
復
旧
と
ガ
ラ
ス
屋
根
の
応
急
修
理
か
ら

始
ま
り
、
被
災
職
員
収
容
の
た
め
に
炊
事
場

の
設
置
等
が
逐
次
実
施
さ
れ
、
翌
二
十
一
年

（
一
九
四
六
）
五
月
ま
で
に
窓
サ
ッ
シ
等
の
内

外
装
も
復
旧
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
暖
房
設

備
や
ガ
ス
設
備
の
復
旧
工
事
は
昭
和
二
十
五

年
（
一
九
五
〇
）
六
月
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
新
築
当
時
か
ら
懸
念
さ
れ
た
敷
地

内
の
空
地
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
昭
和

二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
か
ら
二
十
五
年

（
一
九
五
〇
）
に
か
け
て
書
庫
・
倉
庫
等
の
増

設
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
北
側
隣
接
地
を
順
次
購
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入
し
て
敷
地
の
拡
幅
を
図
り
、
さ
ら
に
業
務

の
拡
大
に
対
応
す
る
た
め
昭
和
四
十
五
年

（
一
九
七
〇
）
三
月
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平

屋
建
て
の
金
庫
お
よ
び
同
二
階
建
て
の
付
属

家
を
増
築
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
さ
ら
な
る
業
務
拡
大
と
建
物
設

備
の
老
朽
化
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
四
年

（
一
九
九
二
）
三
月
、
中
区
基
町
に
新
築
し
た

三
代
目
と
な
る
現
在
の
営
業
所
建
物
に
移
転

し
ま
し
た
。（
写
真
10
）

　

二
代
目
の
営
業
所
は
銀
行
と
し
て
の
役
割

を
終
え
ま
し
た
が
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）

六
月
に
「
旧
日
本
銀
行
広
島
支
店
」
と
し
て
被

爆
建
物
台
帳
（
注
８
）
に
登
録
さ
れ
、
さ
ら
に
同

十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
七
月
に
「
広
島
市
指
定

重
要
文
化
財
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

歴
史
的
遺
産
の
側
面
を
有
し
た
旧
広
島
支

店
建
物
は
、
広
島
市
か
ら
の
保
存
活
用
へ
の

強
い
要
望
に
応
じ
る
形
で
、
同
市
に
無
償
貸

与
す
る
こ
と
で
、
建
物
全
体
を
市
民
主
体
の

芸
術
・
文
化
活
動
の
発
表
の
場
と
し
て
公
開

し
活
用
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
広
島
市
に
よ
り
一
部
復
元
も
含
め

た
保
存
・
活
用
の
た
め
の
改
修
工
事
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

旧
広
島
支
店
建
物
が
こ
れ
か
ら
も
建
築
物

の
文
化
財
的
価
値
を
維
持
し
つ
つ
、
被
爆
建

物
と
い
う
歴
史
の
証
人
と
し
て
保
存
・
活
用

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
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（
注
７
）
本
店
増
築
工
事

　

�

本
店
本
館
の
震
災
修
復
工
事

に
引
き
続
く
一
〜
三
号
館
の

増
築
工
事
。
長
野
宇
平
治
設

計
。
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）

着
工
、昭
和
十
三
年（
一
九
三
八
）

三
号
館
竣
工
。
日
本
銀
行
建

物
と
し
て
初
め
て
鉄
骨
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
を
採
用
。

二
・
三
号
館
が
現
存
。

（
注
８
）
被
爆
建
物
台
帳

　

�

広
島
市
が
定
め
た
「
広
島
市

被
爆
建
物
等
保
存
・
継
承
実

施
要
綱
」
に
基
づ
く
、
爆
心

地
か
ら
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以

内
に
現
存
す
る
建
物
の
保
存
・

継
承
を
目
的
と
す
る
登
録
制

度
。
原
爆
ド
ー
ム
を
は
じ
め

八
八
件
が
登
録
（
平
成
二
十
四

年
［
二
〇
一
二
］
現
在
）。

写
真
８　

旧
広
島
支
店
中
庭

（
広
島
支
店
所
蔵
）


